
問 

　

医
療
・
介
護
総
合
法
案

が
強
行
採
決
さ
れ
た
。
こ

の
法
案
は
病
気
や
け
が
な

ど
で
い
ざ
困
っ
た
と
き

に
、
こ
れ
ま
で
通
り
に
病

院
や
介
護
の
仕
組
み
に
頼

れ
な
く
な
る
な
ど
と
し

て
、
医
療
・
介
護
の
現
場

は
も
と
よ
り
幅
広
い
国
民

か
ら
不
安
と
批
判
の
声
が

強
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
法
案
の
大
き
な
問

題
点
は
、
介
護
で
は
、
要

支
援
者
は
訪
問
・
通
所
介

護
が
保
険
給
付
で
受
け
ら

れ
な
く
な
る
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
は
原
則
、
要

介
護
３
以
上
で
な
い
と
入

れ
な
い
、
介
護
保
険
に
２

割
負
担
を
導
入
す
る
、
医

療
で
は
、
入
院
ベ
ッ
ド
を

削
減
し
、
患
者
を
締
め
出

す
な
ど
現
行
制
度
を
大
改

変
す
る
内
容
に
あ
る
。
も

と
も
と
医
療
と
介
護
と
い

っ
た
本
質
的
に
異
な
っ
た

制
度
を
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に
し

て
、
審
議
す
る
な
ど
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
市
民
の

医
療
と
介
護
制
度
に
と
っ

て
も
重
大
問
題
で
あ
る
。

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答 

　

今
回
の
制
度
改
正
に
お

い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

か
か
る
大
き
な
変
更
点
は

２
点
と
捉
え
て
い
る
。

　

１
点
目
は
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、
入

所
の
条
件
を
現
在
の
「
要

介
護
１
以
上
」
か
ら
「
要

介
護
３
以
上
」
へ
と
変
更

し
、
中
重
度
の
要
介
護
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
特
化
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

２
点
目

は
、
現
在
は

「
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
」

と
し
て
給
付

が
行
わ
れ
て

い
る
「
要
支

援
１
」「
要

支
援
２
」
と

判
定
さ
れ
た

方
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス

を
、
市
町
村

事
業
で
あ
る

地
域
支
援
事
業
へ
移
行
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
要
介

護
１
〜
２
の
軽
度
の
要
介

護
者
で
あ
っ
て
も
、
独
居

で
あ
る
場
合
や
、
初
期
の

認
知
症
で
火
の
不
始
末
が

あ
る
場
合
な
ど
、
在
宅
で

の
生
活
が
困
難
な
方
が
い

る
。
こ
う
し
た
軽
度
の
要

介
護
者
を
受
け
入
れ
る
基

盤
の
充
実
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
現
在
策

定
作
業
を
行
な
っ
て
い
る

「
第
六
次
遠
野
市
高
齢
者

福
祉
計
画
・
第
６
期
遠
野

市
介
護
保
険
事
業
計
画

（
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ン
２

０
１
５
）」
に
、
軽
度
な

要
介
護
者
に
配
慮
し
な
が

ら
、
計
画
の
具
体
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

小松　大成 議員
（無会派）
一括質問方式

問 

　

安
倍
首
相
は
７
日
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ボ
ッ

ト
首
相
と
の
首
脳
会
談
で

日
豪
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）
を
「
大
筋
合
意
」

し
た
。「
大
筋
合
意
」
は
、

現
行
の
38
・
５
％
の
関
税

を
冷
凍
牛
肉
で
19
・
５
％

（
協
定
発
効
か
ら
18
年

後
）、
冷
蔵
牛
肉
を
23
・

5
％
（
15
年
後
）
に
引
き

下
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
畜
産
業
が
重
要
な
産

業
と
な
っ
て
い
る
遠
野
市

と
し
て
も
重
大
な
問
題
で

あ
る
市
長
の
見
解
を
伺

う
。答 

　

岩
手
県
で
は
農
林
水
産

省
に
対
し
、
農
業
生
産
に

係
る
影
響
と
情
報
の
開

示
、
農
家
経
営
へ
の
安
定

対
策
の
強
化
等
に
つ
い
て

要
請
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
同

様
で
有
り
、
現
在
調
整
が

進
め
ら
れ
て
い
る
環
太
平

洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定

（
通
称
：
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
も
同

じ
く
、
そ
れ
ら
と
併
せ
た

包
括
的
な
施
策
に
つ
い

て
、
関
係
団
体
と
一
丸
と

な
り
政
府
に
対
し
て
強
く

要
望
し
て
い
く
。

医
療・介
護
総
合

法
案
に
つ
い
て

期待される介護施設

問 

　

生
活
の
質
を
重
視
し
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
は
、

老
後
を
豊
か
に
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
死
亡
原

因
の
第
一
位
は
、
全
国
的

に
も
が
ん
疾
患
で
あ
る

が
、
遠
野
市
の
が
ん
検
診

の
状
況
は
。

答 

　

若
い
年
代
の
が
ん
死
亡

率
を
下
げ
る
た
め
に
も
、

が
ん
検
診
受
診
率
を
50
％

と
し
て
い
る
が
、
市
の
が

ん
検
診
の
受
診
率
は
、
六

つ
の
が
ん
検
診
全
体
で

28
・
8
％
で
あ
り
、
高
く

な
い
状
況
で
あ
る
。

問 

　

な
ぜ
受
診
率
が
低
い
の

か
。
検
診
は
早
期
の
段
階

で
病
気
を
発
見
し
、
速
や

か
に
医
療
機
関
へ
繋
げ
る

役
割
で
あ
り
、
も
っ
と
重

要
性
を
Ｐ
Ｒ
し
て
取
り
組

む
べ
き
と
思
う
が
。

答 

　

働
く
世
代
が
受
診
し
や

す
い
よ
う
に
土
曜
日
、
日

曜
日
や
夜
間
に
検
診
を
実

施
し
た
り
、
一
定
年
齢
へ

の
無
料
券
の
配
付
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
す

ず
ら
ん
振
興
組
合
と
の
連

携
に
よ
る
「
ス
キ
ッ
プ
カ

ー
ド
」
で
お
得
感
を
も
っ

て
検
診
率
を
高
め
た
い
。

問 

　

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
方

へ
の
個
別
対
応
に
つ
い
て

は
、
ど
の
様
な
状
況
に
あ

る
の
か
。

答 

　

こ
れ
ま
で
の
検
診
事
業

は
、
健
康
増
進
（
一
次
予

防
）、
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
（
二
次
予
防
）

に
主
眼
を
置
き
推
進
し
て

き
た
が
、
二
人
に
一
人
は

が
ん
に
な
る
と
は
い
え
、

診
断
が
原
因
と
な
る
心
理

的
ス
ト
レ
ス
の
ほ
か
、
病

気
や
治
療
に
よ
る
生
活
の

変
化
な
ど
、
様
々
な
影
響

が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
予

防
対
策
と
し
て
、
本
人
の

意
向
を
十
分
に
尊
重
し
て

相
談
対
応
し
て
参
り
た

い
。

消防団活動の
充実強化の施策は

菊池　邦夫 議員
（新興会）

一問一答方式

生
活
習
慣
病
予
防
の
推
進
は

検診会場の様子（健康は自らのチェックで）

問 

　

消
防
団
は
、
地
域
防
災

活
動
の
重
要
な
部
分
と
し

て
役
割
は
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
団
員
へ
の
処
遇
改

善
が
求
め
ら
れ
る
。
命
と

財
産
を
守
る
団
員
の
確
保

か
ら
も
、
報
酬
、
手
当
の

引
上
げ
を
実
施
す
る
時
で

は
な
い
か
。

答 

　

各
種
装
備
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
に
充
実
強
化

に
努
め
て
い
る
が
、
消
防

団
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
（
出
動
手
当
）
に
つ
い

て
は
、前
向
き
に
検
討
し
、

高
齢
社
会
で
弱
者
が
増
え

て
い
る
現
状
の
対
応
に
も

一
層
期
待
し
た
い
。

【その他の質問】
○ 教育委員会改革案に対する
教育長の見解は
○ 規制改革会議 ｢農業改革に
対する意見｣ について農業
委員会会長の見解は

日豪EPA大枠合意に対する
市長の見解について

15 14とおの議会だより とおの議会だより

市政を問う 市政を問う
（文責本人） （文責本人）


